
 

   

Ｑ. 祖父が相続人でない孫へ、以下のような贈与をしていた。祖父が令和7年7月に死亡した場合、贈与した金額は祖父の相続財産に加算されるか。 

・令和6年2月 現金200万円贈与 

・令和7年1月 現金100万円贈与 

 なお、孫は遺贈によって財産を取得していない。 

 

【答え】 

 

① 祖父の相続開始前7年以内の贈与に該当するため、相続財産に加算される。 

 

② 祖父の相続財産に加算されない。 

 

 

【解答】 祖父の相続財産に加算されない。 

 

【解説】 

相続、遺贈や相続時精算課税に係る贈与（「相続等」といいます。）によって財産を取得した人が、被相続人から加算対象期間（注）に暦年課税に係る贈与によって取得した財産が

あるときは、その人の相続税の課税価格にその財産の贈与時の価額を加算します。 

そのため、孫は遺贈や相続時精算課税によって相続財産を取得していないため、生前贈与加算に対象とはなりません。 

 

（注）加算対象期間 

被相続人の相続開始日 加算対象期間 

～令和8年12月31日 相続開始前3年以内（死亡の日からさかのぼって3年前の日から死亡の日までの間） 

令和9年1月1日～令和12年12月31日 令和6年1月1日から死亡の日までの間 

令和13年1月1日～ 相続開始前7年以内（死亡の日からさかのぼって7年前の日から死亡の日までの間） 
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